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役場組織を改編しました役場組織を改編しました役場組織を改編しました

「総合政策部」「まちづくり国際化推進課」新設ほか

政策推進課政策推進担当（☎282-1711 内線1331･1332）

　村では「村民ニーズに即応できる簡素で効率的な行政システム」の構築に取り組んでいます。今年度は、
新たに策定した第５次総合計画や、重要な取り組みは組織を横断して実施する“重要総合プロジェクト”
を盛り込んだ実施計画の進行管理体制を強化する観点から、次のとおり組織を改編しました。

■改編内容

　「原子力センター構想（仮称）」を推進する体制を整備するとともに、まちづくりと国際化の一体
的な推進を図るため、総合政策部に「まちづくり国際化推進課」を新設し、自治推進課の国際交流
関連業務を所管替えしました。

「まちづくり国際化推進課」を新設

　業務の効率化や検査体制の強化を図
るため、財務課の「管財担当」と「検査担

当」を統合し、「管財･検査担当」を設置しました。

「管財・検査担当」に統合

「総合政策部」を新設

　総合計画の推進に関する司令塔として、村政全体に係る政策の企画･立案や総括･総合調整に関
する機能を強化するとともに、“重要総合プロジェクト”の推進に関する体制を整備するため、企
画政策部を改めて再編し、「総合政策部」を新設しました。

「財務課」を総務部へ

　歳入･歳出の一元的な管理を行う観
点から「財務課」を総合政策部（旧･企画

政策部）から、総務部へ所管替えしました。

「秘書担当」を政策推進課へ

　政策の企画･立案や総括･総合調整を
行う体制を強化する観点から、総務課

の「秘書担当」を政策推進課へ所管替えしました。

　保健年金課健康増進室（保健セン
ター）の業務を明確化するとともに、

事務部門の強化を図るため、「管理担当」と「健
康増進担当」を設置しました。

保 健
年金課

「管理担当」「健康増進担当」を設置

「中央公民館担当」を設置

　中央公民館の管理運営体制の強化を
図るため、社会教育課の「生涯学習担

当」を分割し、「中央公民館担当」を設置しました。

社 会
教育課

「施設整備担当」を設置

　小中学校等の施設整備業務を明確化
するとともに体制の強化を図るため、

学校教育課の「企画総務担当」を分割し、「施設
整備担当」を設置しました。

学 校
教育課

「地域福祉推進担当」に名称を変更

　地域福祉が進む自治体として注目度
が高いことや第５次総合計画･地域福

祉計画に基づき、地域住民や関係機関･団体と
さらに連携しながら福祉を推進していくことを
明確に示すため、社会福祉課の「福祉総務担当」
を「地域福祉推進担当」に名称変更しました。

社 会
福祉課

「ごみゼロ推進担当」に統合

　広域ごみ処理施設の稼働を見据え、
業務の効率化を図るため、ごみゼロ推

進課の「ごみ政策担当」と「業務担当」を統合し、
「ごみゼロ推進担当」を設置しました。

ごみゼロ
推 進 課

　介護福祉課の「地域支援室」を廃止
し、「地域包括担当（地域包括支援セ

ンター）」と「障がい支援担当（地域生活支援セン
ター）」を設置し、併せて本庁の「障がい支援担
当」をなごみ･総合支援センターへ集約すること
で、住民サービスの利便性の向上を図りました。

介 護
福祉課

「地域包括担当」「障がい支援担当」を設置

組織配置（窓口）の新設･変更

▼まちづくり国際化推進課は３階に設置しました。
▼自治推進課は２階へ移動しました。

総 合
政策部

まちづ くり
国際化推進課

■問い合わせ

財務課

政 策
推進課

財務課
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村では、一人ひとりが個性豊かに生き生きと暮らせ、互いに自己実現を図ることができる男女
共同参画社会の実現を目指して、「男女共同参画行動計画」を５年ごとに策定しています。

このたび、平成21年度･22年度に策定作業を進めてきた「第３次東海村男女共同参画行動計画
（レインボー ･ビジョン21）」が完成しましたので、その概要をお知らせします。

問い合わせ　自治推進課自治推進担当（☎282-1711 内線1272）

第３次
東海村男女共同参画行動計画

〈主な取り組み内容〉

●固定的性別役割分担の意識解消のための研修･講演会等の実施
●性別にとらわれない学習･教育機会の提供
●仕事と生活の調和（ワーク･ライフ･バランス）の周知

■計画の内容 基本目標Ⅰ　個性を尊重し合って暮らせるまち

基本目標Ⅱ　男女がともに参画できるまち

基本目標Ⅲ　男女がお互いを認め合えるまち

〈主な取り組み内容〉

●女性の再就職･企業等への支援の充実
●男性の育児休業取得の推進
●男女共同参画を推進する企業を応援する仕組みづくり

〈主な取り組み内容〉

●ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）防止の啓発
●セクシャルハラスメント（セクハラ）防止の取り組み
●「夜の会議をしない日」の推進

■特　長 東海村男女共同参画推進条例（平成19年４月施行）制定後、初めての行動
計画で、村･教育関係者、村民、事業者のそれぞれができることを明記

■期　間 平成23年度から平成27年度まで

「第３次東海村男女共同参画行動計
画（レインボー･ビジョン21）」の冊子

■その他 詳しくは、「第３次東海村男
女共同参画行動計画（レイン
ボー ･ビジョン21）」冊子をご
覧ください。冊子は自治推進
課で配布しているほか、村公
式ホームページでもご覧にな
れます。

～レインボー･ビジョン２１が完成～～レインボー･ビジョン２１が完成～
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新しい自治会長を

紹介します
　任期満了に伴い村内の各単位自治会において、自治会長の改選が行われ、30人の方が就任しました

ので、ご紹介します。このたび就任した自治会長の任期は、平成23年度･24年度の２年間です。地域

の代表として、皆さんからの村政に対する要望の取りまとめや地域に共通する課題等について、自治

会役員の皆さんなどと協力しながら解決していくとともに、自治会だけでは解決できない課題につい

ては、行政と協議するなど、行政との重要な“パイプ役”を務めていきます。皆さんの温かいご理解と

ご支援をお願いします。

なお、加入を希望される方は、お住まいの地域の自治会長へお気軽にご相談ください。

●問い合わせ	

　一般社団法人東海村自治会連合会事務局（舟石川コミュニティセンター内 ☎219-7081）、自治推進課

自治推進担当（☎282-1711　内線1272）

≪行政区順、表中敬称略、新＝新任自治会長≫

竹瓦区 内宿２区 内宿１区 外宿２区 外宿１区
新 新 新 新

根
ね も と

本紀
の り ま さ

正
☎ 282-1066

竹瓦 286

百
ど ど

々忠
た だ よ し

義
☎ 282-8230

石神内宿 2231-5

田
た な か

中克
か つ と も

朋
☎ 282-9588

石神内宿 2466-14

廣
ひ ろ は ら

原通
み ち は る

治
☎ 282-9385

石神外宿 1089

石
い し ば し

橋衛
まもる

☎ 282-8283
石神外宿 1495

白方区 原子力機構箕輪区 川根区 照沼区 宿区
新 新 新

中
な か じ ま

嶋勝
か つ や

彌
☎ 282-8480

白方中央 1-17-15

箭
や な い

内千
ち さ と

里
☎ 282-4897
村松 3368-2

待
ま つ と り

鳥憲
け ん い ち

一
☎ 283-1481
村松 3182-2

照
て る ぬ ま

沼豪
つよし

☎ 282-0910
照沼 1054-4

田
た ど こ ろ

所洋
よ う い ち

一
☎ 282-9196

村松 2946
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原子力機構百塚区 亀下区 百塚区 岡区 豊岡区
新 新

齋
さ い と う

藤恭
や す お

央
☎ 287-1868

白方中央 1-3-28

宮
み や も と

本甚
じ ん き ち

吉
☎ 283-0357

亀下 384

髙
た か は し

橋康
や す お

夫
☎ 283-1159
豊白 1-9-20

橋
は し も と

本均
ひとし

☎ 282-1596
豊岡 1453-3

橋
は し も と

本敞
たかし

☎ 283-2125
豊岡 411-1

原子力機構荒谷台区 舟石川３区 真崎区 村松北区 豊白区
新 新 新

小
こ い ず み

泉光
み つ お

生
☎ 287-2339
村松 1221-2

佐
さ と う

藤房
ふ さ あ き

明
☎ 282-1546

舟石川駅東 2-21-27

黒
く ろ ば ね

羽根弘
ひ ろ い ち

一
☎ 282-3374
村松 432-3

大
お お う ち

内義
よ し ふ さ

房
☎ 283-1021
村松北 1-6-25

亀
か め や

谷隆
り ゅ う い ち

一
☎ 282-8731
豊白 1-24-13

緑ヶ丘区 原子力機構長堀区 舟石川中丸区 須和間区 押延区
新 新

鎌
か ま た

田吉
よ し お

男
☎ 282-7349
村松 2650-67

渡
わ た な べ

邉雅
ま さ ゆ き

之
☎ 283-3657
村松 2116-1

渡
わ た な べ

邊俊
と し あ き

明
☎ 282-7876

舟石川駅東 1-14-5

根
ね も と

本龍
た つ や

哉
☎ 283-0255
須和間 106

大
お お う ち

内寛
か ん じ

治
☎ 282-2248
村松 2172-2

舟石川２区 舟石川１区 船場区 フローレスタ須和間区 南台区
新 新 新

川
か わ と

戸克
まさる

☎ 282-1639
舟石川 575-63

寺
て ら か ど

門喜
き は ち ろ う

八郎
☎ 283-1796
舟石川 469-2

萩
は ぎ や

谷信
の ぶ て る

輝
☎ 282-3066

船場 187

下
し も だ

田実
みのる

☎ 282-0509
須和間 2001-43

十
と つ か わ

津川浩
ひろし

☎ 283-2750
須和間 1435-12
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災害に関する
お知らせ
～東北地方太平洋沖地震関連のお知らせ～

役場の電話番号▼
☎ 282-1711（代表）
屋外放送が無料で聞けるテレホン
サービス▼
☎ 0120-42-4848
東海村公式ホームページ▼
http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

役場の電話番号▼
☎ 282-1711（代表）
屋外放送が無料で聞けるテレホン
サービス▼
☎ 0120-42-4848
東海村公式ホームページ▼
http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

▼減　　免
■固定資産税【今回掲載】
■上水道料金･下水道使用料金【４月25日号】
■後期高齢者医療保険料【今回掲載】
■介護保険料【今回掲載】
■国民健康保険税【今回掲載】
■村民税【今回掲載】
■国民年金保険料【今回掲載（11ページ「国民年

金だより」）】

▼給　　付
■被災者生活再建支援制度【４月10日号】
■災害弔慰金【４月25日号】
■災害障害見舞金【４月25日号】 
■茨城県災害見舞金【４月25日号】
■東海村災害見舞金【４月25日号】
■東海村社会福祉協議会災害見舞金【４月25日号】

▼貸し付け
■災害援護貸付金【４月25日号】
■東北地方太平洋沖地震災害関係保証制度（中

小企業の方へ）【今回掲載】
■茨城県東北地方太平洋沖地震特別対策融資
（中小企業の方へ）【今回掲載】

■農業制度資金【今回掲載】

▼猶　　予
■国民健康保険被保険者証等の医療機関への提

示【３月30日号】
■医療費の支払い【３月30日号】
■奨学金の返還【3月30日号】
■許認可（運転免許更新等）の有効期間、届出の

期間【４月10日号】
■軽自動車税の納付【今回掲載】

▼そ の 他
■土地･家屋価値等縦覧帳簿の縦覧期間の延長
【３月30日号】

■「り災証明書」発行の受け付け【4月10日号】
■児童扶養手当の所得制限解除【今回掲載】

災害支援制度一覧
▼ 減 免

　災害により、住宅、家財、農作物等に著しい
損害を受けたため、保険料を納めることが困難
な方は、後期高齢者医療保険料が減免になる場
合があります。
●対　　象

　

　※被保険者または被保険者の属する世帯の世
帯主と世帯員（被保険者）の前年の総所得の
合計額が1000万円以下の場合に限ります。

●そ の 他 ▼申請をすれば、必ず減免を受け
られるものではありません（申請後に審査を実
施します）。▼減免の対象となるのは申請日以
降に納期限のあるものです。

●申し込み・問合せ 保健年金課（役場行政棟
1階）備え付けの申請書に必要事項を記入の
上、損害を受けたことを証明する書類（り災
証明書等）を添えて、保健年金課地域医療担
当（内線1134）へ申し込みください。※内容
については茨城県後期高齢者医療広域連合事
業課保険料班（☎309-1213）へお問い合わせ
ください。

後期高齢者医療保険料の減免

災害による住宅
･家財またはその
他財産の損害

被保険者または被保険者
の属する世帯の世帯主が
居住する住宅、家財また
はその他財産の損害額が
10分の３以上

死亡･長期入院に
よる収入の減少

被保険者または被保険者
の属する世帯の世帯主
と、その他の世帯員（被
保険者）の総収入の見込
額の合計が、前年の総収
入の合計額の10分の５以
下

事業の休廃止･失
業による収入の
減少

農 作 物 の 不 作、
不漁による世帯
主の収入の減少

農作物等の損害の程度
が、平年の農作物等によ
る収入額の10分の３以上
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　災害により、住宅等に著しい損害を受けたた
め、保険料を納めることが困難な方は、介護保
険料が減免になる場合があります。
●対　　象 住家が全壊または半壊した方　
●減 免 額 ▼全壊、大規模半壊…全額 ▼半

壊…２分の１※申請日から１年間の介護保険
料を対象とします。

●そ の 他 り災証明書が必要となります。
●申し込み・問合せ 介護福祉課（役場行政棟

１階）備え付けの申請書に必要事項を記入の
上、り災証明書を添えて介護福
祉課介護保険担当（内線1163）
へ申し込みください。

介 護 保 険 料 の 減 免▼ 猶 予

軽自動車税納付の猶予
　災害により、納期限までに納付することが困
難な方は、納付の猶予が認められる場合があり
ます。５月31日（火）（納期限）までにご相談く
ださい。※猶予期間は原則１年以内です。
軽自動車等が滅失･使用不能になった方へ

　▼軽自動車等のり災証明書または廃車を証明
する書類▼印鑑――を持参の上、５月31日（火）

（納期限）までにご相談ください。
申し込み・問合せ

　税務課住民税担当（内線1118）

軽自動車税の納付について

村民税
●対　　象 ①災害により死亡した、あるいは

生活保護者、障がい者となった②前年の合計
所得金額が1000万円以下で、住家（控除対象配
偶者や扶養親族が居住するものを含む）が半壊
または全壊した――のいずれかに該当する方

●減免割合

　①に該当する方　▼死亡･生活保護者…年税
額の全部 ▼障がい者…年税額の10分の９

　②に該当する方　前年の合計所得金額によ
り、下記のとおり減免します。

　▼500万円以下

　▼500万円を超え750万円以下

　▼750万円を超え1000万円以下

固定資産税（土地）
●対　　象 流出･埋没、崩壊等により一部ま

たは全部が利用できなくなった土地
●減免割合

　

固定資産税（家屋）
●対　　象 半壊または全壊した家屋
●減免割合 ▼全壊…全額 ▼大規模半壊…10

分の６ ▼半壊…10分の４

村民税･固定資産税･国民健康保険税の減免

利用不可能面積の割合 減免割合
10分の８以上 全額
10分の６以上10分の８未満 10分の８
10分の４以上10分の６未満 10分の６
10分の２以上10分の４未満 10分の４

半壊･大規模半壊 年税額の２分の１
全壊 年税額の全部

固定資産税（償却資産）
●対　　象 損傷で使用目的を損じた償却資産
●減免割合 損傷の程度によります。※詳細は

お問い合わせください。
国民健康保険税

●対　　象 ①災害により死亡した、あるいは生
活保護者、障がい者となった②前年の被保険者
の合計所得金額が1000万円以下で、住家が半
壊または全壊した――のいずれかに該当する方

●減免割合

　①に該当する方　▼死亡･生活保護者…年税
額の全部 ▼障がい者…年税額の10分の９

　②に該当する方　前年の被保険者の合計所得
金額により、下記のとおり減免します。

　▼500万円以下

　▼500万円を超え750万円以下

　▼750万円を超え1000万円以下

申し込み
　税務課（村民税･固定資産税）、保健年金課（国
民健康保険税）備え付けの申請書に必要事項を記
入し、▼減免を受けようとする税目の「納税通知
書」▼損害を受けたことを証明する書類（り災証明
書等）▼印鑑――を持参の上、申し込みください。

問 合 せ
　村民税…税務課住民税担当（内線1117） 固定資
産税…税務課資産税担当（内線1111） 国民健康保
険税…保健年金課国保年金担当（内線1131）

半壊･大規模半壊 年税額の４分の１
全壊 年税額の２分の１

半壊･大規模半壊 年税額の８分の１
全壊 年税額の４分の１

半壊･大規模半壊 年税額の２分の１
全壊 年税額の全部

半壊･大規模半壊 年税額の４分の１
全壊 年税額の２分の１

半壊･大規模半壊 年税額の８分の１
全壊 年税額の４分の１
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▼その他

　被災により見合わせていた「エンジョイヘルス
アップ」の参加者募集を再開します。※内容等に
ついては、３月10日発行の「広報とうかい」（６
ページ）をご覧ください。
●申し込み 総合体育館備え付けの申し込み用

紙に必要事項を記入の上、午前９時～午後５
時（月曜日を除く)に総合体育館へ申し込みく
ださい。

●問 合 せ スマイルTOKAI事務局（総合体育
館内 ☎297-4370）

「エンジョイヘルスアップ」の
参加者募集を再開します！

災害に関するお知らせ

東北地方太平洋沖地震災害関係保証制度
　茨城県信用保証協会では、事業の立て直しに
必要な資金を一般保証とは別枠で支援します。
●対　　象 被災により事業用資産に直接的な

被害を受けた中小企業者
●対象資金 事業の再建に必要な資金
●保証限度額 ２億8000万円まで
●保証期間 運転資金10年以内、設備資金15

年以内
●そ の 他 り災証明書が必要となります。
茨城県東北地方太平洋沖地震特別対策融資

●対　　象 ①り災証明書の交付を受けた②地
震発生後１か月当たりの平均売上高等が、前
年同期比で５パーセント以上減少（減少見込
み）――のいずれかに該当する中小企業者

●対象資金 事業の再建に必要な運転資金等
●融資限度額 8000万円
●融資期間 10年以内

申し込み･問合せ
　茨城県信用保証協会（☎224-7812 ホーム
ページhttp://www.icgc.or.jp/）

被災した中小企業の方へ
▼貸し付け

▼ 相 談

　茨城県弁護士会では震災に関する面談相談
（要予約）を無料で実施しています。
●相談時間 午後１時～４時（土･日曜日、祝日を除く）
●場　　所 茨城県弁護士会館（水戸市大町

2-2-75）
●申し込み・問合せ 午後１時～４時（土･日曜

日、祝日を除く）に、茨城県弁護士会館水戸相
談センター（☎227-1133）へ申し込みください。

法律の無料相談を実施

　震災後の子どもの様子で心配なことがあると
きはご相談ください。県外から避難されている
子どもの相談もお受けします。
■相談電話	 ☎221-4992（茨城福祉相談セン

ター）
■相 談 員	 中央児童相談所の児童心理司、児

童福祉司
■受付時間 午前９時～午後５時（土･日曜日、

祝日を除く） ※平成24年３月末まで実施し
ます。

子どもの心の相談窓口を
開設しています

～災害等の体験後に見られる子どもの行動～

▼表情が少なく、ぼーっとしていることが
多い

▼夜寝なくなった、突然起きて泣き出す
▼津波の映像や余震にひどくおびえる
▼吐き気や頭痛、めまい、息苦しさ、頻尿

を訴える
▼親から離れようとしない――など
※これらの行動は、非常に強い恐怖を体験

したときに起こり、心が混乱した状態
にあります。災害等の状況下でよく見
られる症状ですが、多くの子どもは時
間とともに落ち着いてきます。

～気持ちの不安定な子どもへの接し方～

▼怖かったことや悲しかったことを話し出
したら、無理にやめさせようとせずに
聞いてあげましょう

▼痛い所があったらさすってあげましょう
▼できるだけ子どもを１人にしないように

しましょう
～心配なときはお気軽に

　　　　ご相談ください！～

　被災した農業者が災害の復旧に活用するため
の資金（運転資金）を貸し付けます。
●対　　象 災害により被害のあった農業者
●貸付限度額

●償還期間 ①…10年 ②…５年
●問 合 せ 日本政策金融公庫水戸支店(☎

232-3623)、ひたちなか農業協同組合東海
支店(☎282-0203）

被災した農業者の方へ

資金名（金融機関） 貸付限度額
①農林漁業セーフティネット資金
　（日本政策金融公庫） 600万円

②系統農業災害資金
　（農業協同組合） 500万円
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　震災から２か月が経ち、少しずつ以前の生活
環境に戻りつつあります。しかし、災害に乗じた
詐欺が多発しており、村にも契約に関する相談
が寄せられています。悪質業者による被害に遭
わないように一人ひとりが注意してください。
手口の例
▼「屋根瓦が落ちているのですぐ修理したほう

がいい」「屋根を点検してあげる」などとチラ
シを投げ込んだり、訪問したりして不安を
あおり、高額な修繕･点検料を要求する。

▼「自分のところで修理をすると村から補助金
が出る」と言って契約を迫る。

▼停電に乗じてソーラーシステムを強引に売り
付ける。

▼「地震後の点検をする」と、電気･ガス･水道等
の会社の社員や関係者を装い、高額な点検
料を請求する。

▼「被災地へ布団を送る」と訪問し、寄付した
布団を「もったいないのでリフォームしない
か」などと持ち掛け、高額なリ
フォーム代金を請求する。

▼公的機関やボランティアを名乗
り、義援金や金品をだまし取る。

注意しなければいけないこと！
　今、皆さんは、家屋や設備の修繕等を早く何と
かしたいという焦りや不安、イライラにより、正
常な判断力が奪われています。このような時は年
齢･性別に関係なく、被害に遭う危険性が高まり
ます。以下のようなことを心掛けるなど、十分注
意してください。
▼慌てて契約しない
▼事前に何か所か見積もりを取って検討する
▼一人で判断しない
▼家族や友人に必ず相談する
▼一人ひとりが注意する
▼互いに声を掛け合い地域力を高めて不審な業

者を寄せ付けない
被害に遭いそうになった、遭ってしまったら
　東海村消費生活センター（☎287-0858）へお問
い合わせください。※土･日曜日、祝日は消費者ホッ
トライン（☎0570-064-370）をご利用ください。

災害に乗じた“悪質商法”に
ご 注 意 く だ さ い

　所得制限により、児童扶養手当の支給制限を
受けている方で、災害により住宅等に著しい損
害があった場合、所得制限がかからずに、手当
てを満額受給できる場合があります。
●対　　象 所得制限により、児童扶養手当の

全部または一部が支給停止になっている方
で、災害により受給者本人または同居の血族

（扶養義務者）の所有する住宅、家財等に著し
い損害を受けた方

●支給期間 ３月から平成24年７月まで
●そ の 他 災害後も収入があり、平成23年度

の所得が一定以上ある場合は、この期間に受
給した額を返還することとなります。

●問 合 せ 社会福祉課こども室（内線1184）

児童扶養手当の受給対象
者の方へ【所得制限の解除】

　福島第一原子力発電所の事故に伴い、避難区
域や屋内退避区域に指定された地域にお住まい
の方々に、避難による損害の充当を目的として
仮払い補償金をお支払いします。
●問 合 せ 東京電力茨城カスタマーセンター
（☎0120-995-332）、東京電力茨城支店ホー
ムページ（http://www.tepco.co.jp/ibaraki/
index-j.html）

避難区域等から避難されている
方へ【東京電力からのお知らせ】 　東海村に避難されている方は、所在地、氏名

等の情報を役場までお知らせください。
　情報は、避難前に住んでいた県や市町村に送
られ、その情報を元に見舞金等についてのご連
絡や税の減免通知等を送付します。
●対　　象 震災･福島第一原子力発電所の事

故に伴う避難指示等により避難している方
●受付場所 住民課（役場行政棟１階）
●必要な物 本人を確認できる物がありました

らお持ちください。
●問 合 せ 住民課住民担当（内線1124）

東海村に避難されている方へ

久慈川河川敷運動場（一部）

　外宿グランド（ソフトボール場）のみ使用でき
るようになりました。
●そ の 他 内宿グランド（サッカー場）は６月

末まで使用できません。
●問 合 せ 総合体育館（☎283-0673）

東海村テニスコート（一部）

　３番～ 10番コートのみ使用できます。
●そ の 他 夜間照明の使用は、電力供給の厳

しい状況を考慮し、当分の間自粛させていた
だきます。

●問 合 せ 総合体育館（☎283-0673）
総合福祉センター「絆」（一部）

　入浴施設、機能回復プール、カラオケ室を除
く各施設をご利用になれます。
●そ の 他 児童センターは、保育所として使

用しているため当分の間休館となります。
●問 合 せ 東海村社会福祉協議会（☎282-

2804）

施 設 再 開 の お 知 ら せ

● 9



東海村職員採用試験

受験資格
①東海村･近隣市町村に居住でき、通勤可能②

欠格事項のいずれにも該当しない③試験区分に
応じ、下表の資格要件に該当する――を満たす方

申込書の請求
申込書は、人事課（役場行政棟３階）まで直接

取りに来るか、郵便で請求してください。郵便で
請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込
書請求」と朱書きの上、希望する試験区分（例…

「一般事務」「建築･大学卒」）と電話番号を記載した
任意の用紙、140円分の切手を貼った返信用の封
筒（角形２号、返信先を明記）を同封してください。

提出書類
①申込書（所定の用紙に最近３か月以内に撮影

した顔写真を貼付）…１部 ②履歴書（所定の用紙
に最近３か月以内に撮影した顔写真を貼付）…１部

申し込み･問い合わせ
５月31日（火）まで（土･日曜日を除く）の午前

８時30分～午後５時15分に、人事課へ提出書
類一式を直接持参するか、郵送（簡易書留等確
実な方法で５月31日（火）までに必着）により申
し込みください。受験申し込みが受理された方
には受験票を交付します。詳しくは、人事課人
事担当（〒319-1192 那珂郡東海村東海三丁目
７番１号 ☎282-1711 内線1321）へお問い合
わせください。※詳細は村公式ホームページ

（http://www.vill.tokai.ibaraki.jp）でご覧になれ
ます。

試験区分 資格要件 第１次試験 第２次試験

一般事務 大学卒
昭和57年４月２日以降
に生まれ、大学（短期大
学を除く）を卒業（卒業
見込み）の方

▼日時：7月24日（日） 
午前10時～午後２時
30分  
▼場所：茨城大学（水戸

市文京2-1-1） ※自家
用車の乗り入れはで
きませんのでご注意
ください。
▼内容：教養試験、作

文試験

▼日時：8月26日（金）･27
日（土）･30日（火）･31日

（水）のうち指定された
日時
▼場所：東海村役場
▼内容：口述試験、適性

検査、集団討論

建築
大学卒

①昭和51年４月２日以
降に生まれ、大学、短
期大学または高等学校
を卒業②一級建築士ま
たは二級建築士として
登録されている――を
満たす方

▼日時：7月24日（日）
午前10時～午後2時
30分 ※９時45分か
ら試験説明を行いま
す。

▼場所：東海村役場
▼内容：専門試験、作

文試験

▼日時：９月３日（土）の
指定された時間
▼場所：東海村役場
▼内容：口述試験、適性

検査 
短大･高校卒

土木
大学卒 昭和57年４月２日以降

に生まれ、大学、短期
大 学 を 卒 業（卒 業 見 込
み）の方、または高等学
校を卒業した方短大･高校卒

試験区分 採用予定人数 主な職務内容

一般事務 ７人程度 一般行政事務に従事します。

建築 １人程度 学校施設等の村有建築物の設計、施工管理や保守管理等の業
務に従事します。

土木 １人程度 道路、上下水道、都市計画等の事業調査設計や施工監理等の
業務に従事します。

※大学卒の受験資格がある方は、短大･高校卒の試験区分で受験することはできません。

平成24年度
採用予定

試験区分･採用予定人数

受験資格等

10 ●



国
民
年
金

だ 
よ 
り

震
災
後
の
年
金
関
係

の
対
応
に
つ
い
て

■
国
民
年
金
保
険
料
の
災
害
に
よ
る
特
例
免
除
に
つ
い
て

今
回
の
震
災
に
よ
っ
て
、
住
宅･

家
財･

そ
の
他
の
財
産
に
つ

い
て
、
お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の
損
害
を
受
け
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
と
な
っ
た
方
は
、
災
害
に
よ
る
特

例
免
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
免
除
が
認
め
ら

れ
る
の
は
２
月
分
か
ら
６
月
分
で
、
申
請
期
限
は
７
月
末
ま

で
で
す
。
７
月
分
以
降
の
免
除
申
請
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
他
県
か
ら
避
難
さ
れ
て

い
る
国
民
年
金
被
保
険
者
の
方
も
、
役
場
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
他
県
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
年
金
受
給
者
の
方
へ

他
県
か
ら
避
難
さ
れ
て
い
る
年
金
受
給
者
の
方
で
、
住
所

や
年
金
の
受
取
口
座
の
変
更
、
年
金
証
書
の
再
交
付
を
希
望

す
る
方
は
、
役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
届
け
出
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
震
災
に
よ
っ
て
、
年
金
の
受
取

先
銀
行
の
通
帳･

印
鑑･

カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
受

取
口
座
か
ら
現
金
を
引
き
出
せ
る
よ
う
に
各
金
融
機
関（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
を
含
む
）で
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
各
金
融
機
関

へ
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の（
免
許
証

等
）を
持
参
し
て
各
金
融
機
関
窓
口
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、今
回
の
震
災
に
よ
る
各
種
相
談
等
や
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

被
災
者
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
１
２
０
‐
７
０
７

‐
１
１
８
）、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
）、
水
戸
北
年
金
事
務
所（
☎
231
局
２
３
８
１
）、
保
健

年
金
課
国
保
年
金
担
当（
☎
282
局
１
７
１
１ 

内
線
１
１
３
３
）

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
、
僕
は
家
族
と

も
連
絡
が
取
れ
ず
、
そ
の
日
は
学
校
に
泊
ま
り
ま

し
た
。
次
の
日
に
、
友
人
の
親
の
車
で
東
海
村
へ
戻

る
と
国
道
沿
い
の
塀
や
壁
、瓦
が
崩
れ
て
い
ま
し
た
。

幸
い
僕
の
家
は
大
丈
夫
で
し
た
が
、
本
棚
等
が
倒

れ
て
い
て
、
家
の
中
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
で
し
た
。

家
の
片
付
け
も
あ
る
程
度
終
わ
っ
た
時
、
村
内

の
防
災
無
線
で
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
困
っ
て
い

る
人
の
た
め
に
何
か
で
き
た
ら
、
と
い
う
思
い
で

同
じ
高
校
の
友
達
を
誘
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

作
業
内
容
は
、
依
頼
が
あ
っ
た
村
内
の
お
宅
に

行
き
、
崩
れ
た
大お

お
や
い
し

谷
石
や
ブ
ロ
ッ
ク
の
塀
、
瓦
の

片
付
け
な
ど
を
す
る
こ
と
が
中
心
で
し
た
。
大
谷

石
は
、
と
て
も
重
く
て
、
友
達
や
ほ
か
の
参
加
者

と
協
力
し
て
一
つ
ず
つ
運
ぶ
の
が
や
っ
と
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
者
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

年
齢
や
職
業
の
人
が
い
て
、
初
め
は
戸
惑
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
も
一
緒
に
作
業
を
し
て
い
く
う

ち
に
、
自
然
と
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
何
気
な
く
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す

が
、
初
対
面
の
人
と
協
力
し
て
作
業
を
進
め
、
そ

の
力
を
実
感
で
き
た
こ
と
で
、
僕
自
身
が
得
た
も

の
は
大
き
か
っ
た
で
す
。
何
よ
り
作
業
を
終
え
た

後
、
依
頼
し
た
人
が
喜
ん
で
く
れ
た
こ
と
が
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
作
業
を
始
め

て
一
週
間
ぐ
ら
い
す
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
し
て
い
る
人
、
つ
ま
り
自
分
の
た
め
で
は
な

く
誰
か
の
た
め
に
働
こ
う
と
思
っ
た
人
が
２
０
０

人
近
く
に
増
え
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
か
ら
、
被
災
地
で
は
自
ら
が
す
べ
て

を
失
っ
た
被
災
者
で
あ
り
な
が
ら
も
、
ほ
か
の
被
災
者

の
た
め
に
働
い
て
い
る
人

た
ち
が
大
勢
い
る
と
聞
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
た

ら
僕
た
ち
の
や
っ
て
き
た

こ
と
は
、
ほ
ん
の
小
さ
な

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

助
け
合
お
う
と
い
う
気
持

ち
は
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

今
ま
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
す
る
と
い

う
と
、
難
し
く
考
え
て
し

ま
っ
て
な
か
な
か
行
動
に

移
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、一

歩
踏
み
出
し
て
み
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

県
立
日
立
第
一
高
等
学
校
２
年

石
神
外
宿
　
小こ

い

ず

み泉
　
湧ゆ

う

き希

エッセー頑張る

ＶＯＬ .  １２４

今どきの

青少年

写真後段右から２人目が今回のエッセイスト
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◆ お知らせ

こんにちは！
村立東海病院です

東日本大震災が発生して、はや２か月が経過しようとしています。震災で大変な思
いをされた方々には心よりお見舞い申し上げます。当院も震災による被害を受けまし
たが、大事には至らず通常どおりの診療を実施することができています。被災された方々のためにも、
地域の皆さんのためにもこれまで以上に尽力し、地域医療の向上を目指していきます。

～ヘルニアとは～
ヘルニアとは、体内の臓器（腸等）等が本来あるべき部位から体外に脱出してしまう状態のことをい

います。このうち、そけい部（またの付け根）の筋膜構造の弱い部分が出口となって発症するものは、「そ
けいヘルニア」（脱腸）と呼ばれます。
～そけいヘルニア（脱腸）の症状～

そけい部の腫
しゅりゅう

瘤（腫れ）を自覚することが多いようです。咳
せ き

をすると響く、重苦しい感じがするなどの異常
を感じることもあります。嵌

か ん と ん

頓（痛みを伴う硬い腫瘤が引っ込まなくなる症状）は、危険な症状です。
～治療法～

人工補強材（プラグやパッチ）を使った手術で簡単に治すことが可能です。当院では膨潤局所麻酔の
下に１泊２日の手術治療を随時行っています。局所麻酔なので手術室の滞在は短時間で済み、術後は
直ちに普通に食事ができ、トイレの歩行も可能です。

思い当たる症状のある方、手術を希望される方、もっと詳しく知りたい方のお役に立てれば幸いです。
村立東海病院外科科長　小栗　裕

ひろし

「ヘルニア外来を開設しました！！」（毎週月曜日午後2時～４時）

問い合わせ●村立東海病院（☎282-2188）、保健年金課地域医療担当（☎287-0899）

世間では医師不足だと言われ続けて数年経過しますが、一体どのくらいの医師が不足している
のでしょうか？ 診療科等によっても違いはありますが、今回は単純に「お医者さんの数」について
お話ししたいと思います。

お医者さんの数を比較するためには通常、単位人口（1,000人）当たりの医師数というデータを使用します。
WHO（世界保健機関）やOECD（経済協力開発機構）がまとめるデータを参考にすることが多いようです。
このデータを見ますと、わが国には人口1,000人に対して2.1人のお医者さんがいることが分かります。日
本の人口を1億2,700万人とすれば、現在のわが国のお医者さんはおよそ27万人ということになります。一
方、OECD加盟国の平均は人口1,000人に対して3.1人なので，39万人のお医者さんが必要となり、OECD
加盟国の平均の数を満たすためにはわが国であと12万人のお医者さんが必要ということになります。ちな
みに、WHOのデータを参照すると、わが国のお医者さんの数（2.1人）に近い国々は以下のとおりです。

モンゴル　2.6人 　エジプト　2.4人　ドミニカ共和国　1.9人
次に、茨城県に目を向けてみましょう。県のお医者さんの数は人口1,000人に対して1.5人（平成

18年12月31日現在）です。これは全国47都道府県の中で46番目、ワースト２位ということになり
ます。さらに県を主な医療圏に地区分割すると東海村の入る医療圏は、なんとお医者さんの数が
全国で２番目に少なく県の中でも0.85人と“最低”なのです。先ほど同様、WHOのデータから東海
村の医師数に近い国々をリストアップしてみましょう。

ツバル　0.9人　モルディブ　0.9人　ホンジュラス　0.6人 
平均寿命の長さや乳幼児死亡率の低さを世界に誇れるわが国において、東海村のお医者さんの数

は、国土の小さなツバルやモルディブ、内戦の続いたホンジュラスといった国々より少ない、あ
るいは同等程度のお医者さんの数なのです。

果たして、お医者さんは一体どこに集まっているのでしょうか――。
村立東海病院内科科長　薄井　尊

た か の ぶ

信

「医師不足？」
◆ コラム
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●「
ド
リ
ー
ム
た
ん
ぽ
ぽ
」の
主
な
事
業

「
ド
リ
ー
ム
た
ん
ぽ
ぽ
」の
主
な
事
業
は
、
以
下
の
と

お
り
で
す
。

▽
就
労
移
行
支
援
事
業（
パ

ン
の
製
造･

販
売
）

▽
地
域
生
活
支
援
事
業（
調

理･

編
み
物･

ト
ー　

ル
ペ
イ
ン
ト
実
習
等
）

▽
そ
の
他（
地
域
行
事
等
の

参
加
等
）

●
問
い
合
わ
せ

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２に

こ

に

こ

５
２
５
）

「
エ
コ
ロ
ジ
ー
」は
、
本
来
英
語
で

生
態
学
を
指
す
言
葉
で
す
が
、
最
近

は
環
境
に
優
し
い
行
動
や
取
り
組
み

を
表
す
和
製
英
語「
エ
コ
」が
広
く
浸

透
し
、“
エ
コ
活
動
”と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
農
業
に
つ
い
て
も
そ
の
営
み
自

体
が
私
た
ち
の
生
活
環
境
の
維
持･

保
全
に
貢
献
し
て
い
る“
エ
コ
な
”活

動
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
、
二
酸
化

炭
素
の
吸
収･
固
定
、
国
土
の
保
全
、

景
観
の
保
持
、
生
物
多
様
性
の
維
持

等
、
農
業
の
有
す
る
多
面
的
な
機
能

へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

エ
コ
活
動
の
高
ま
り
を
受
け
、
茨
城
県
で

は
平
成
20
年
度
に「
エ
コ
農
業
茨
城
推
進
基
本
計
画
」を
策
定

し
、
農
家
の
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
を
実
践
す

る
と
同
時
に
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
営
農
環
境
の
維
持･

保
全
を

行
う
と
い
う
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
村
で
も
、
Ｊ
Ａ
ひ

た
ち
な
か
稲
作
部
会
と
直
売
所
出
荷
部
会
の
方
々
の
協
力
を
得

て
、
運
動
へ
の
参
加
を
推
進
し
た
結
果
、
平
成
22
年
度
に
エ
コ

農
業
茨
城
の
開
始
地
区
と
し
て
県
か
ら
認
定
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
と
と

も
に
エ
コ
農
業
茨
城
の
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
農

家
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、“
エ
コ
な
”視
点
に
立
っ
た
営
農

活
動
の
取
り
組
み
を
考
え
て
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
消
費
者
の
方
々
に
も
営

農
活
動
そ
の
も
の
が
、
環
境
に
優
し
い
営
み
で
あ
る
こ
と

を
理
解
い
た
だ
き
、
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ 

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー（
東
海
フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
に
じ
の
な
か
」内 

☎
287
局
７
８
６
７
）

“エコ農業茨城”に取り組みます！

vol.22

菜 園 ナ ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル

35

チ
ャ
ン
ネ
ル

チ
ャ
ン
ネ
ル

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
す
る

「
な
ご
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」。
今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
ド

リ
ー
ム
た
ん
ぽ
ぽ
」が
行
っ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

●
作
業
訓
練
や
パ
ン
な
ど
の
製
造･

販
売
で

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
！

「
ド
リ
ー
ム
た
ん
ぽ
ぽ
」は
、
障
が
い
者
を
支
援
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
、
な
ご
み
内
の
２
階
に
あ
る
作
業

所「
わ
ー
く
る
大
地
」と
、
船
場
に
あ
る〝
森
と
畑
に
囲

ま
れ
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
風
〞の
パ
ン
工
房
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

「
わ
ー
く
る
大
地
」で
は
、〝
障
が
い
の
あ
る
方
も
、

地
域
で
自
分
ら
し
く
当
た
り
前
に
暮
ら
せ
る
〞こ
と
を

目
指
し
て
作
業
訓
練･

生
活
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
創
作
活
動
や
生
産
活
動
で
は
、
近
隣
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
指
導
者
と
し
て
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
な
ご
み
に
お
越
し
の
際
は
、２
階
に
あ
る「
わ
ー

く
る
大
地
」を
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
元
気
な
歓

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
活
動
で
作
ら
れ

た
製
品（
エ
コ
バ
ッ
グ･
エ
コ
た
わ
し
な
ど
）は
、「
ふ
れ

あ
い
福
祉
ま
つ
り
」な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
パ
ン
工
房
で
作
ら
れ
た
パ
ン
は
、
な
ご
み
の

玄
関
ホ
ー
ル
で
毎
日
、正
午
過
ぎ
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
に
と
っ
て
、
多
く
の
方
々
と
ふ
れ

あ
い
、
地
域
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
は
大
変
意
味
の

あ
る
こ
と
で
す
。
明
る
く
、
元
気
に
販
売
し
て
い
る
様

子
を
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

おいしいパンができるの
が、わしも待ち遠しいぞ！

アイデアが飛び交うトールペイント実習

「ドリームたんぽぽ」による調理実習の様子

色を付けるって
楽しいな♪

さあ、おいしい
ご飯を作ろう！
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【
俳　

句
】

亡
き
人
に
手
招
き
さ
る
る
花
の
下

村　

松　

松
本　

正
勝

震
災
の
瓦
礫
の
下
の
草
青
む

豊　

白　

小
林　

久
男

香
煙
の
春
の
故
郷
初
彼
岸

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

國
男

被
災
地
の
毛
布
の
温
み
紫
木
蓮

緑
ヶ
丘　

田
中
ミ
ヤ
子

無
残
な
る
瓦
礫
の
横
に
ほ
と
け
の
ざ

東　

海　

佐
藤　

と
よ

ド
ラ
イ
ブ
を
吉
野
梅
郷
わ
れ
愉
悦

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

山さ
ん
し
ゅ
ゆ

茱
萸
も
春
と
知
り
て
か
花
ひ
ら
く

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

地な

い震
激
し
寒
さ
お
ぼ
え
る
春
さ
中

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

カ
タ
ク
リ
に
震
災
忘
る
優
し
さ
を

外　

宿　

西
山　

純
一

春
風
や
地
震
の
朝
の
供
養
膳

舟
石
川
駅
西　

辻
本　

敏
江

仲
春
や
灯
を
愛
お
し
む
地
震
あ
と

村
松
北　

小
野
寺
紀
夫

　
　
【
短　

歌
】

福
寿
草
ひ
か
り
の
満
ち
る
わ
が
庭
に
一
輪

二
輪
と
咲
き
増
し
て
ゆ
く

舟
石
川　

渡
辺　

光
子

い
ざ
行
か
ん
野
に
も
山
に
も
み
ず
か
ら
の

老
い
の
歩
み
に
す
べ
て
委
ね
り

村　

松　

高
橋　

正
弘

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
作
り
べ
ん
と
う
配
食

さ
る
心
づ
く
し
に
春
を
味
わ
う

外　

宿　

高
槌　

す
み

主
な
く
使
用
さ
れ
な
い
歩
行
機
が
キ
ラ
リ

と
光
る
部
屋
の
片
隅南　

台　

根
本
内
俊
男

猫
と
言
え
老
い
は
来
る
も
の
逃
げ
走
る
素

早
さ
見
え
ず
ゆ
っ
く
り
歩
く

須
和
間　

柴
山　

靖
子

想
い
で
の
山
の
小
径
は
狭せ

ば

ま
り
て
出
逢
う

人
無
く
落
葉
ふ
み
ゆ
く

舟
石
川
駅
東　

助
川
今
朝
吉

突
然
の
巨
大
震
災
発
生
も
一
日
も
早
き
復

興
望
む

照　

沼　

佐
藤　
　

昇

大
揺
れ
に
必
死
に
生
き
む
と
し
が
み
つ
き

巨
大
地
震
の
恐
ろ
し
さ
知
る

外　

宿　

小
林
美
代
子

み
ぞ
れ
降
る
ふ
る
さ
と
あ
と
に
避
難
し
て

バ
ス
に
乗
る
人
安
住
あ
り
や

内　

宿　

村
上　

文
江

彼
岸
明
け
春
の
野
菜
の
種
を
蒔
き
保
温
の

た
め
に
ビ
ニ
ー
ル
被お

お

う
船　

場　

舛
井
庫
之
助

庭
に
生
ふ
老
梅
高
く
花
咲
き
て
そ
の
著し

る

き

香
の
辺
り
に
満
ち
る舟

石
川　

小
川
志
つ
江

上
弦
の
月
の
光
の
少
な
く
も
停
電
の
荒す

さ

む

心
な
ぐ
さ
む

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

雑
草
と
雑
木
林
の
路
ゆ
け
ば
や
が
て
タ
ン

ポ
ポ
の
ま
ぶ
し
き
野
原

緑
ヶ
丘　

佐
藤　
　

正

落
ち
て
行
く
日
の
静
か
な
る
く
れ
な
ゐ
を

田
圃
の
畦
よ
り
立
ち
つ
く
し
見
る

村
松
北　

黒
澤　

孝
子

咲
き
盛
る
椿
の
花
が
冷
え
こ
み
し
朝
の
厨く

り
や

の
窓
に
明
る
し

村　

松　

桜
井　

秀
子

行政相談委員は、国や県、村等の行政
活動全般について住民の皆さんの意見や
要望、苦情等を聞き、行政機関に対して
必要なあっせんを行いながら問題の解決
に当たり、より良い地域社会を実現する
ために活動しています。当委員は市町村
単位ごとに総務大臣から委嘱されます。

村では、これまで行政相談委員として
担当していた大内英昭さん、鈴木朝美さん
が引き続き当委員として再任されました。

毎日の暮らしの中で、困っているこ
と、望んでいることなどがありました
ら、東海村社会福祉協議会で行ってい
る定例行政相談等にて、お気軽に行政
相談委員までご相談ください。
■問 合 せ	 自治推進課村民相談室（内

線1276）
～定例行政相談について～

定例行政相談は、おおむね隔週金曜日
の午前10時から午後２時までの間、総
合福祉センター「絆」内にある「心配ごと
相談所」で相談を受け付けています。相
談は無料、秘密は厳守されます。
■問 合 せ	 東海村社会福祉協議会（☎

282-2804）

行政相談委員が再任されました
納付が可

能です！
コンビニ

などでも

「軽自動車税納税通知書」を郵送します
平成23年度「軽自動車税納税通知書」を５月中旬ごろに

郵送します。内容を確認の上、５月31日（火）までに指定
の納付場所で納付してください。なお、口座振替の方は５
月31日（火）に指定口座からの引き落としとなりますので、
残高確認をお願いします。また、平成23年度からこれま
での金融機関等に加え、コンビニエンスストアと郵便局･
ゆうちょ銀行（関東各都県と山梨県に限る）でも納付が可能
になりました。注意事項や、納付場所等は納付書の裏面を
ご確認ください。※今回の震災による軽自動車税納付の猶
予については、７ページをご覧ください。

～軽自動車税の減免について～
身体または精神に障がいがあり、歩行が困難な方が利用

する軽自動車等の軽自動車税は、税務課（役場行政棟１階）
で申請することで減免される場合があります。
■受付期間	 ５月24日（火）まで(土･日曜日を除く）
■対 象	 障がい者または障がい者と生計を一にする方が

所有し、障がい者または障がい者と生計を一にする方もし
くは介護をする方が運転する軽自動車等 ※障がい者１人に
付き、普通自動車･軽自動車･バイク等を含め１台に限ります。
■必要な物	 ①軽自動車税納税通知書 ②障害者手帳 ③印

鑑 ④運転する方の運転免許証
■そ の 他	 ▽減免申請の結果は、審査後に通知します。

▽申請は毎年必要です。
■問 合 せ	 税務課住民税担当（内線1118） ※詳細につい

ては村公式ホームページでもご覧いただけます。
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屋外放送が無料で聞けるテレホンサービス（☎0120-42-4848）

お知らせ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

平成 23 年４月１日現在（前月比）
世帯数 14,200 世帯 （＋ 46）
総人口 37,534 人　 （＋ 32）

実施日時 第１･３木曜日 午後７時まで
【実施課】主な取り扱い業務※

【住民課】住民登録、印鑑登録、パスポー
トの交付、各種証明書･許可書の発行等
【保健年金課】保険や年金に関する各種
手続き、母子健康手帳の交付等
【社会福祉課】保育所の手続き、子ども
手当･児童扶養手当の申請等
【会計課】国税と県税を除く各種税金･使
用料等の支払い
【税務課】各種証明書の発行、村税納税
相談（要予約）
【水道課】上水道の手続き、上下水道料
金の支払いなど
※詳しくは、村公式ホームページをご覧ください。

●人口と世帯数●

●５月の休日診療●

●窓口業務時間延長●

●５月の納付●

納期限 ５月31日（火）

納付
種別

固定資産税（全期分･第１期分）
軽自動車税
里川堰土地改良区費（第１期分）

「
茨
城
県
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
開
催

　

県
と
県
歯
科
医
師
会
で
は
、
８
０
２
０

（
80
歳
で
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
つ
）･

６
４
２
４（
64
歳
で
自
分
の
歯
を
24
本
以

上
保
つ･

む６

し４

歯
に２

し４

な
い
）運
動
の
一
環

と
し
て
、
幼
児
の
歯
の
健
康
保
持
と
母
親

の
歯
科
衛
生
思
想
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、「
茨
城
県
母
と
子
の
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

対
象
▼
村
内
在
住
の
平
成
22
年
度
に
３
歳

児
健
診
を
受
け
た
子
と
そ
の
母
親
で
虫

歯
が
無
く
、
歯
と
口
腔
内
が
健
康
な
方

そ
の
他
▼
６
月
に
１
次
審
査
を
行
い
、
最

も
優
秀
な
親
子
を
７
月
の
２
次
審
査
に

推
薦
し
ま
す
。

・

５
月
20
日（
金
）ま
で
に
、
ひ
た

ち
な
か
保
健
所
健
康
指
導
課（
☎
265
局

５
６
４
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

診療時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

15日（日）村立東海病院 282-2188
22日（日）久慈こどもクリニック 219-7303
29日（日）石井整形外科クリニック 270-5141
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼午前９時～午後
５時…日曜日･祝日･年末年始（12月29日～１
月３日）▼午後６時30分～11時30分…毎日

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
すべての電話から（☎ 254-9900）

健
康･

医
療

「
は
じ
め
て
の
ヨ
ガ
教
室
」を
開
催

期
日
▼
６
月
８
日･

15
日･

22
日･

29
日（
す

べ
て
水
曜
日 

全
４
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
20
歳
以
上
40
歳
未
満

の
方

定
員
▼
30
人　

※
ヨ
ガ
初
心
者
を
優
先
し

ま
す
。
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。 

内
容
▼
呼
吸
法
を
用
い
た
ス
ト
レ
ッ
チ

講
師
▼
杉
山
章
子
さ
ん（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無
料
）

が
あ
り
ま
す
。

・

５
月
23
日（
月
）（
必
着
）ま
で
に
、

は
が
き
に「
は
じ
め
て
の
ヨ
ガ
教
室
参

加
希
望
」と
、
▽
住
所
▽
氏
名（
ふ
り
が

な
）▽
生
年
月
日
▽
電
話
番
号
▽
ヨ
ガ

経
験
の
有
無
▽
保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
希

望
の
有
無
▽
保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
希
望

有
り
の
方
は
、
子
ど
も
の
名
前（
ふ
り

が
な
）と
年
齢
―
―
を
記
入
の
上
、
保

健
セ
ン
タ
ー（
〒
３
１
９
‐
１
１
１
２ 

村
松
２
０
０
５ 
☎
282
局
２
７
９
７
）へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

｢

東
海
村
原
子
力
安
全
対
策
懇
談
会
」

を
公
開
し
ま
す

暮
ら
し

　

村
で
は
、
日
本
原
子
力
発
電
東
海
第
二

発
電
所
の
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
の
懇
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
公
開
形
式
で
行
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
５
月
17
日（
火
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
５
時

場
所
▼
東
海
村
研
究
交
流
プ
ラ
ザ（
白
方

１
６
２
‐
１
）

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

定
員
▼
先
着
50
人

内
容
▼
▽
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
状
況
説
明
▽
日
本
原
子
力
発
電

東
海
第
二
発
電
所
か
ら
、
３
月
11
日
の

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
時
の
対
応
や

今
後
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
の
説
明

入
場
料
▼
無
料

原
子
力
対
策
課
原
子
力･

防
災
担
当（
内

線
１
５
１
８
）※
事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
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「
も
っ
と
子
育
て
が
楽
し
く
な
る
講
座
」

を
開
催

　
“
子
育
て
ス
ト
レ
ス
”を
テ
ー
マ
に
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
コ
ー
チ
ン
グ
講

座
で
す
。
子
ど
も
と
接
し
て
い
る
と
き
の

イ
ラ
イ
ラ
感
や
怒
り
の
仕
組
み
、
感
情
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
等
を
共
感
し
な
が
ら

学
び
ま
す
。

期
日
▼
木
曜
日
コ
ー
ス
…
６
月
23
日･

30

日
、
７
月
７
日　

土
曜
日
コ
ー
ス
…
７

月
２
日･

16
日･

30
日（
各
全
３
回
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
で
子
育
て
中
の
方

定
員
▼
各
20
人　

※
応
募
者
多
数
の
場
合

子
育
て

福
祉

お
済
み
で
す
か
？

後
期
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
申
請

　

村
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移

行
し
た
こ
と
に
よ
る
保
険
料
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
手
続

「
家
族
交
流
会
」を
開
催

　

家
族
に
心
の
病
気
を
持
つ
方
が
い
る
村

内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
日
ご
ろ
抱
え
て

い
る
不
安
や
悩
み
の
相
談
や
意
見
交
換
を

行
う「
家
族
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
。

期
日
▼
５
月
20
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

・

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

287
局
２
５
２
５
）

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」を
開
催

　

健
康
維
持
や
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
済
み
で
す
か
？

経
口
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

　

ポ
リ
オ（
小
児
ま
ひ
）に
対
す
る
免
疫
を
つ

け
る
に
は
、
２
回
の
投
与（
間
隔
を
41
日
間

以
上
空
け
る
こ
と
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

期
日
▼
５
月
25
日（
水
）･

26
日（
木
）※
い

ず
れ
か
の
日
程
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

時
間
▼
午
後
１
時
～
２
時

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
合
計
２
回
の
ワ
ク
チ
ン
投
与
が
済

ん
で
い
な
い
生
後
３
か
月
か
ら
７
歳
６

か
月
未
満
の
方

そ
の
他
▼
母
子
健
康
手
帳
と
予
診
票
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
※
予
診
票
が
無
い

方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

　

こ
の
た
び
、
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令

等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ

れ
、
４
月
分
か
ら
の
児
童
扶
養
手
当
額
が

次
の
と
お
り
減
額
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

改
定
後
の
額
▼

支
給
月
▼
８
月（
４
月
～
７
月
分
）、
12
月

（
８
月
～
11
月
分
）、
平
成
24
年
４
月

（
12
月
～
平
成
24
年
３
月
分
）

社
会
福
祉
課
こ
ど
も
室（
内
線
１
１
８
４
）

児
童
扶
養
手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

一
部
支
給

全
部
支
給

４
万
１
５
４
０
円
／
月
～

９
８
１
０
円
／
月

４
万
１
５
５
０
円
／
月

期
日
▼
６
月
２
日･

９
日･

16
日･

23
日･

30

日
、
７
月
７
日･

14
日･

21
日･

28
日
、

８
月
４
日（
す
べ
て
木
曜
日 

全
10
回
）

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
方（
先
着
30
人
）

内
容
▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ･

ペ
タ
ン
ク･

シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
な
ど

参
加
費
▼
１
０
０
０
円
／
人

・

５
月
13
日（
金
）か
ら
24
日（
火
）

ま
で
に
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

４
３
０
０
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
既
に
申
請

し
た
方
に
は
、
５
月
20
日（
金
）に
振
り
込

み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対
象
▼
①
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
村

の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
が
あ
る

②
平
成
22
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
完
納
し
て
い
る
―
―
を
満
た
す
方

助
成
額
▼
平
成
22
年
度
保
険
料
の
う

ち
、
均
等
割
額（
均
等
割
額
が
軽
減

さ
れ
て
い
る
方
は
、
軽
減
後
の
額
）

の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す（
上
限

１
万
５
０
０
０
円
）。

・

保
健
年
金
課
地
域
医
療
担
当（
内

線
１
１
３
５
）

講
演
会「
が
ん
体
験
者
は
語
る
」

を
開
催

　

が
ん
体
験
者
で
構
成
す
る「
茨
城
よ
ろ

こ
び
の
会
」で
は
、“
が
ん
”の
体
験
や
検

診（
健
診
）の
重
要
性
を
伝
え
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
５
月
28
日（
土
） 
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
の
方（
隣
接
市
に
在
住

の
方
も
可
）

演
題
▼
①｢

乳
が
ん
に
負
け
な
い
！
～
今

私
は
こ
ん
な
に
元
気
で
す
～
」　

②「
私

の
大
腸
が
ん
体
験
記
～
妻
を
腎
臓
が
ん

で
亡
く
し
て
～
」　

③「
私
の
恩
人
～
検

診
で
肺
が
ん
を
早
期
発
見
～
」

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼「
茨
城
よ
ろ
こ
び
の
会
」の
活
動

紹
介
等
も
行
い
ま
す
。

茨
城
よ
ろ
こ
び
の
会
事
務
局（
財
団
法

人
茨
城
県
総
合
健
診
協
会
内 

☎
241
局

０
０
１
１
）※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

活
動
日
▼
月
末
の
月
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
百
塚
区
自
治
集
会
所
ま
た
は
白
方

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
２
歳
か
ら
就
園
前
ま
で
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者

募 集

「
レ
イ
ン
ボ
ー
ク
ラ
ブ
」会
員
募
集

調
理
師
試
験
と
予
備
講
習
会
を
実
施

【
調
理
師
試
験
】

期
日
▼
８
月
20
日（
土
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
か
ら（
午
後
１
時

集
合
）

場
所
▼
国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学（
つ
く

ば
市
天
王
台
１
‐
１
‐
１
）

そ
の
他
▼
試
験
の
詳
細
は
、
い
ば
ら
き
食

の
安
全
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.shoku.pre

f.ib
araki.jp/

shiken_m
enkyo/tyo_siken/shiken.

htm
l

）で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
予
備
講
習
会
】

期
日
▼
８
月
17
日（
水
）･

18
日（
木
）

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
勝
田（
ひ
た
ち
な

か
市
東
石
川
１
２
７
９
）

受
講
料
▼
２
万
９
０
０
０
円
／
人

【

・

】

　

５
月
16
日（
月
）か
ら
６
月
27
日（
月
）ま

で
に
、
大
上
登
喜
男
さ
ん（
ひ
た
ち
な
か

調
理
師
会
東
海
支
部 

☎
282
局
２
４
６
２
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

リ
ズ
ム
体
操
等
の
遊
び
を
通
し
て
、
子

ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
保
護
者
同
士
の

交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
６
月
か
ら
平
成
24
年
３
月
ま
で

の
毎
週
火
曜
日
～
金
曜
日
の
各
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
45
分
～
正
午

場
所
▼
お
お
ぞ
ら
保
育
園

対
象
等
▼
▽
火
曜
日
ま
た
は
水
曜
日（
各

先
着
50
組
）…
１
歳
児（
平
成
21
年
４
月

～
平
成
22
年
３
月
生
ま
れ
）　

▽
木
曜

日
ま
た
は
金
曜
日（
各
先
着
50
組
）…
２

歳
児（
平
成
20
年
４
月
～
平
成
21
年
３

月
生
ま
れ
）

会
費
▼
無
料

・

１
歳
児
の
火
曜
日
希
望
の
方
は
５

月
24
日（
火
）･

水
曜
日
希
望
の
方
は
５

月
25
日（
水
）、
２
歳
児
の
木
曜
日
希
望

の
方
は
５
月
26
日（
木
）･

金
曜
日
希
望

の
方
は
５
月
27
日（
金
）の
そ
れ
ぞ
れ
午

前
10
時
～
正
午
に
、
お
お
ぞ
ら
保
育
園

（
☎
287
局
３
５
３
５
）へ
申
し
込
み
く
だ

「
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
サ
ー
ク
ル
」

会
員
募
集

募 集

「
親
子
ラ
ン
ド
」を
実
施

　

リ
ズ
ム
遊
び
な
ど
を
行
う「
親
子
ラ
ン

ド
」に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

活
動
日
▼
５
月
か
ら
平
成
24
年
２
月
ま
で

の
第
２･

３
木
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
～
11
時（
午
前
９
時
30

分
開
門
）

場
所
▼
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も
の
森
保
育
園

対
象
▼
▽
第
２
木
曜
日
…
生
後
６
か
月
以

上
の
子
と
そ
の
保
護
者　

▽
第
３
木
曜

日
…
２
歳
以
上
の
子
と
そ
の
保
護
者

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼「
園
庭
開
放
」は
、
当
分
の
間
行

い
ま
せ
ん
。

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
こ
ど
も
の
森
保
育
園

（
☎
287
局
７
１
１
１
）※
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
午
前
10
時
～
午
後
３
時
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

村
の
菊
花
連
盟
で
は
、
大
菊（
盆
養
）か

ら
小
菊（
ド
ー
ム
）ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
好
み
の

菊
花
を
作
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
丹
精

込
め
て
自
慢
の
菊
花
を
育
て
て
み
ま
せ
ん

か
。
女
性
の
入
会
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活
動
日
▼
第
１
土
曜
日

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー｢

絆
」（
村
立

東
海
病
院
側
入
り
口
近
く
の
あ
ず
ま

や
）ほ
か

会
費
▼
２
０
０
０
円
／
年

そ
の
他
▼
入
会
し
た
方
に
菊
の
苗
を
差
し

上
げ
ま
す
。

・

植
野
恒
男
さ
ん（
☎
282
局
３
０
９
７
）

　

定
年
退
職
し
た
方
、
テ
ニ
ス
を
は
じ
め

た
い
方
、
一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
毎
週
金
曜
日

時
間
▼
午
後
２
時
～
５
時

募 集

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ「
ふ
れ
あ
い
」

会
員
募
集

募 集

「
菊
花
連
盟
」会
員
募
集

場
所
▼
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

会
費
▼
１
０
０
円
／
回　

※
別
途
、
年
会

費（
５
０
０
円
）が
掛
か
り
ま
す
。

・

篠
﨑
正ま

さ
た
か卓
さ
ん（
☎
282
局
０
３
６
１
）

定
員
▼
15
組
程
度

内
容
▼
読
み
聞
か
せ
、
工
作
、
手
遊
び
な
ど

会
費
▼
１
０
０
円
／
回

・

根
本
由
利
子
さ
ん（
☎
287
局
０
４
５
６
）

さ
い（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）。

※
定
員
に
な
る
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

講
師
▼
和
久
田
美
佳
さ
ん（
ハ
ー
ト
ス
ト

リ
ン
グ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
代
表
）

受
講
料
▼
１
０
０
０
円
／
人（
資
料
代
等
）

そ
の
他
▼
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
１
人

当
た
り
５
０
０
円
／
回
）が
あ
り
ま
す
。

・

６
月
10
日（
金
）ま
で
に
、
東
海
村

社
会
福
祉
協
議
会（
☎
282
局
２
８
０
４
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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夢は…。“介護士”
舟石川小学校６年●竹

た け の う ち

之内美
み く

紅
　私の将来の夢は、介護士になることです。
　以前、介護施設へ見学に行った時、介護士の方たち
が、一生懸命お年寄りのお世話をしていました。する
と、お年寄りの方たちは、介護士の皆さんに笑顔で「あ
りがとうね」と言っていました。私は、この様子を見て、
お年寄りのお世話をしたいと思いました。
　お年寄りの方たちが、不自由そうにしていたらそっ
と手を差し伸べて、安心して歩けるようにしてあげた
いです。夢がかなって、介護士になることができたら、
しっかりとお世話をして、お年寄りの方に、少しでも
幸せだなと思ってもらえるように、頑張って働きたい
と思います。
　介護士には、人の気持ちをよく理解できる人が向い
ていると思います。私は、他人の気持ちの分かる、優
しい人になろうと思います。

ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-122

ちびっこ
美術館

● ちゃん寺
てらかど

門花
か り ん

梨
縄跳び

縄跳びをしているところを描いて
くれた花梨ちゃん（５歳）。いたずら
が好きな２歳の弟がいるというお姉
さんです。縄跳びも好きだけど、ぶ
らんこで遊ぶのも好きなんだよと、
にこにこしながら話してくれました。

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

大
富
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い　
５
月
10
日
号

こ
い
の
ぼ
り
が
空
高
く
舞
う
、
ち
ょ

う
ど
こ
の
季
節
、
東
海
村
に
家
を
建
て

て
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、
主
人

と
２
人
の
男
の
子
の
４
人
家
族
で
す
。

長
男
は
平
成
20
年
に
生
ま
れ
、拓た

く

と人（
３

歳
）と
名
付
け
ま
し
た
。
拓
人
は
赤
ち
ゃ
ん

の
こ
ろ
か
ら
、ね
ん
ね

4

4

4

が
下
手
で
、歩
く
音
、

テ
レ
ビ
の
音
、
ド
ア
を
開
閉
す
る
音
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
物
音
や
、
布
団
を
掛
け
る

わ
ず
か
な
重
み
で
も“
ビ
ク
ッ
”と
反
応
し
、

す
ぐ
起
き
て
泣
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が

抱
っ
こ
の
１
日
で
、
家
の
こ
と
が
何
も
で

き
ず
と
て
も
大
変
で
し
た
が
、
寝
返
り
、

お
座
り
、
は
い
は
い
、
あ
ん
よ
と
成
長
の

過
程
に
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
第
２
子
を
授
か
り

ま
し
た
。
翌
年
の
平
成
21
年
、
次
男
が

誕
生
し
、
悠ゆ

う

と人（
１
歳
）と
名
付
け
ま
し

た
。
悠
人
を
出
産
す
る
と
き
は
、
早
産

の
傾
向
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
健
診
に

行
っ
た
そ
の
日
に
入
院
と
な
り
、
１
日

中
ベ
ッ
ト
の
上
で
、
立
つ
こ
と
も
で
き

ず
、
点
滴
を
受
け
て
過
ご
し
ま
し
た
。

入
院
中
は
毎
日
が
と
て
も
不
安
で「
１

日
で
も
長
く
お
な
か
の
中
に
い
て
ね
。

出
て
き
ち
ゃ
だ
め
よ
」と
何
度
も
何
度

も
お
な
か
を
さ
す
り
な
が
ら
赤
ち
ゃ
ん

に
話
し
掛
け
ま
し
た
が
、
予
定
日
よ
り

も
１
か
月
早
い
35
週
で
生
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
無
呼
吸
の
た
め
、
し
ば
ら
く
保

育
器
で
過
ご
し
た
悠
人
で
す
が
、
今
で

は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
と
て
も
元
気

で
す
。
２
人
で
あ
ら
ゆ
る
引
き
出
し
を

開
け
て
、
上
っ
た
り
、
中
の
物
を
出
し

た
り
と
マ
マ
を
困
ら
せ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
で
一
番
困
っ
た
こ
と
は
車
の
鍵

が
無
く
な
っ
た
と
き
で
し
た
。
結
局
、
三

輪
車
の
カ
ゴ
に
入
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
理
由
は「
僕
の
ブ
ー
ブ

4

4

4

は
こ
れ
だ
か

ら
、
鍵
が
必
要
な
ん
だ
。
鍵
が
無
い
と

動
か
な
い
よ
」―
―
。
子
ど
も
た
ち
を
見

て
い
る
と
、
親
で
も
考
え
つ
か
な
い
よ
う

な
発
想
を
し
、
日
々
驚
か
さ
れ
ま
す
。

マ
マ
は
い
つ
も「
ほ
ら
、た
く
！ 

ゆ
う
！
」

と
し
か
っ
て
ば
か
り
な
の
で
、
子
育
て
の

仕
方
を
間
違
っ
て
い
な
い
か
、
こ
れ
で
い
い

の
か
、
と
た
ま
に
不
安
に
な
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
と
き
は
、
友
人
や
保
育
士
の
方

に
相
談
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
そ

れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
自
分
な
り
の
子

育
て
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

何
よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
が
、
の
び
の

び
と
素
直
に
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
の

持
て
る
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

拓
ち
ゃ
ん
、悠
ち
ゃ
ん
、マ
マ
見
守
っ

て
い
る
よ
！

わ
が
家
の

子
育
て
奮
戦
記
●
表
紙
の[

ひ
と]

芳は

が賀 

ゆ
う
こ
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Contents ［５月の主な話題］

撮影地／総合福祉センター「絆」（村松）

●役場組織を改編しました………２

「総合政策部」「まちづくり国際化推進課」新設ほか
●第３次東海村男女共同参画行動計画………３

レインボー･ビジョン21が完成
●新しい自治会長を紹介します………４

●災害に関するお知らせ………６

介護保険料を減免します、
“悪質商法”にご注意くださいほか
●東海村職員採用試験のお知らせ……10

一般事務、建築、土木を９人程度採用予定
●「軽自動車税納税通知書」を郵送します………14

●いんふぉめーしょん………15

児童扶養手当額が改定されましたほか
●わが家の子育て奮戦記………18

［船場］芳賀ゆうこさん・拓人くん・悠人くん

宿幼稚園


